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平成１８年度　熊本リハビリテーション学院一般後期入学試験問題

数学 I・数学A(平成18年2月18日)

第1問 (1) 次の〔問 1〕～〔問 3〕に適するものを 1 ～ 0 から選べ。

A =
1

3 +
√

3
，B =

1

3−√3
のとき，A+B =〔問 1〕，A×B =〔問 2〕，

A3 + B3 =〔問 3〕である。
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(2) 次の〔問 4〕～〔問 6〕に適するものを 1 ～ 0 から選べ。

自然数 n，rに対して，nCrおよび nPrは異なる n個のものから異なる r

個のものを取り出す順列の総数および組合せの総数を表すとする。

nC2 = 15 のとき n =〔問 4〕，7Cr = 7Cr−1のとき n =〔問 5〕，

nP3 = 3× nP2のとき n =〔問 6〕である。
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第2問 1000より大きくて 2000以下の整数を 1つ選ぶとき，次の〔問 7〕～〔問 10〕に

適するものを 1 ～ 0 から選べ。

〔問 7〕 4の倍数を選ぶ確率を求めよ。

〔問 8〕 6の倍数を選ぶ確率を求めよ。

〔問 9〕 4の倍数かつ 6の倍数であるものを選ぶ確率を求めよ。。

〔問 10〕4の倍数または 6の倍数を選ぶ確率を求めよ。
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第3問 次の〔問 11〕，〔問 12〕に適するものを 1 ～ 0 から選べ。

方程式 x2 − 5 = x +
√

4x2 − 4x + 1 の解を α，β (α > β) とすると，

α =〔問 11〕，β =〔問 12〕である。
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第4問 kを正の定数とし，4ABCの辺AB，ACの長さを x，yとする。

次の〔問 13〕～〔問 15〕に適するものを 1 ～ 0 から選べ。

(1) x + y = k のとき，4ABCの面積の最大値が

√
3k2

16
となるような∠Aの値

を求めると∠A =〔問 13〕◦ である。ただし，0◦ < ∠A 5 90◦ とする。

(2) ∠Aが (1)で求めた値のとき，∠Aの 2等分線と辺BCの交点をDとし，線
分ADの長さを kで表すとAD =〔問 14〕kである。

(3) 4ABCに外接する円の半径Rを kで表すと，R =〔問 15〕kである。
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解答例

第1問 (1) A + B =
1

3 +
√

3
+

1

3−√3
=

(3−√3) + (3 +
√

3)

(3 +
√

3)(3−√3)
=

6

9− 3
= 1

A×B =
1

3 +
√

3
× 1

3−√3
=

1× 1

(3 +
√

3)(3−√3)
=

1

9− 3
=

1

6

上の 2式から A3 + B3 =(A + B)3 − 3AB(A + B)

= 13 − 3× 1

6
× 1 =

1

2

(2) nC2 = 15

左辺を変形して
n(n− 1)

2·1 = 15

整理して n2 − n− 30 = 0

すなわち (n + 5)(n− 6) = 0

n = 2であるから n=6

7Cr = 7Cr−1 を満たすとき

r = r − 1 または r + (r − 1) = 7

r 6= r − 1 であるから r + (r − 1) = 7 を解いて r = 4

nP3 = 3× nP2

n(n− 1)(n− 2) = 3× n(n− 1)

n3 − 3n2 + 2n = 3n2 − 3n

整理して n3 − 6n2 + 5n = 0

したがって n(n− 1)(n− 5) = 0

n = 3 であるから n=5

問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6

正解 0 1 6 5 3 4

配点 6点 7点 7点 7点 6点 7点



4

第2問 4の倍数は

4·251，4·252，4·253，· · ·，4·500

の 250個であるから (500− 251 + 1 = 250)，4の倍数を選ぶ確率は

250

1000
=

1

4
· · ·〔問 7〕

6の倍数は

6·167，6·168，6·169，· · ·，6·333

の 167個であるから (333− 167 + 1 = 167)，6の倍数を選ぶ確率は

167

1000
· · ·〔問 8〕

4の倍数かつ 6の倍数は

12·84，12·85，12·86，· · ·，12·166

の 83個であるから (166− 84 + 1 = 83)，4の倍数かつ 6の倍数を選ぶ確率は

83

1000
· · ·〔問 9〕

したがって，4の倍数または 6の倍数を選ぶ確率は

250

1000
+

167

1000
− 83

1000
=

334

1000
=

167

500
· · ·〔問 10〕

問 7 問 8 問 9 問 10

正解 9 1 5 6

配点 6点 7点 6点 7点

和事象の確率¶ ³

P (A ∪ B) = P (A) + P (B) − P (A ∩ B)
µ ´
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第3問
√

4x2 − 4x + 1 =
√

(2x− 1)2 = |2x− 1| であるから，方程式
x2 − 5 = x + |2x− 1|

を解けばよい．

x = 1

2
のとき |2x− 1| = 2x− 1 であるから

x2 − 5 = x + (2x− 1)

整理して x2 − 3x− 4 = 0

ゆえに (x + 1)(x− 4) = 0

x = 1

2
に注意して x = 4

x <
1

2
のとき |2x− 1| = −(2x− 1) = −2x + 1 であるから

x2 − 5 = x + (−2x + 1)

整理して x2 + x− 6 = 0

ゆえに (x− 2)(x + 3) = 0

x <
1

2
に注意して x = −3

したがって，求める解 α，βは (α > β)，

α = 4, β = −3

問 11 問 12

正解 0 1

配点 6点 7点
¶ ³

√
a2 = |a|， |a| =

{
a (a = 0)

−a (a < 0)

µ ´
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第4問 (1) 4ABCの面積を Sとすると S =
1

2
xy sin A · · · 1©

y = k − x であるから xy =x(k − x)

=−(x2 − kx)

=−
{(

x− k

2

)2

−
(

k

2

)2
}

=−
(

x− k

2

)2

+
k2

4
· · · 2©

1©， 2©より Sは x = y =
k

2
のとき最大値

k2

8
sin A をとる．

したがって，
k2

8
sin A =

√
3k2

16
より sin A =

√
3

2

0◦ < ∠A 5 90◦ であるから ∠A = 60‹

(2) (1)の結果から，AB = AC，∠BAC = 60◦である
から，4ABCは正三角形である．
∠Aの 2等分線ADは，辺BCに下ろした垂線であ
る．右の図から

AD = AB cos 30◦ =
k

2
×
√

3

2
=

√
3

4
k

　 A

B C

k

2

k

2

D
(3) 正弦定理により

BC

sin 60◦
= 2R

が成り立つから

R =
1

2
× BC

sin 60◦
=

1

2
× k

2
÷
√

3

2

=
1

2
× k

2
× 2√

3
=

k

2
√

3
=

√
3

6
k

問 13 問 14 問 15

正解 3 6 8

配点 7点 7点 7点


